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平成２０年度 学校評価計画 
石川県立野々市明倫高等学校 

（11月05日現在の評価結果）  
 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現   状 評 価 の 観 点 達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

１ 授業改善に努
め、｢わかる授
業｣、｢考える
授業｣を実践
し、学力の向
上を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
  

① 研究授業を制度化
する。 

教務課 
各教科 

前年度20回以上実施され概ね
良好であった。やや単発的で
テ－マ設定の統一性に乏しい
きらいがある。 

【努力指標】 

重点目標の「わかる授業」
「考える授業」をテーマ
に含めた研究授業を計画
的に実施し、充実する。 

研究授業の年間実施回数が 

Ａ ３０回以上 
Ｂ ２０回以上 
Ｃ １０回以上 
Ｄ １０回未満 

CまたはDの場合
は改善策を検討 

 

 

 

１月下旬実施 

② 生徒による授業評
価を活用し、授業
改善に役立てる。 

教務課 
各教科 

昨年行った２回の授業評価
で、各教諭・教科の特徴、問
題点を客観的に把握でき、授
業改善の方向性が見えてき
た。 

【満足度指標】(生徒) 

わかりやすい授業により
学習意欲が高まり、積極
的に授業に参加すること
ができる。 

授業評価の基準で総合評価が「非常に良好」と「良
好」である教諭の割合が 

Ａ  ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ  ６０％未満 

教科別の評価で、
CまたはDの場合
はその教科で改
善策を検討 

 

 

 

 

７月、12月実施 

③ 学習習慣の定着
を図る。 

 

教務課 
 

生徒の家庭学習時間の平均が
１時間強、と低迷している。

【成果指標】 

十分な学習時間が確保さ
れ、継続的な学習が定着
している。 

各クラスの平均家庭学習時間が、１・２年生で２
時間以上、３年生で３時間以上確保している生徒
が、 

Ａ  ５０％以上 
Ｂ ４０％以上 
Ｃ  ３０％以上 
Ｄ ３０％未満  

各クラスの評価
を A4点、B3点、C2点、
D1点とし、その平
均が2.5未満なら
ば改善策を検討 

 
 
 
 
 
 
７月下旬、12月
上旬実施 

④ 思考力・表現力の
育成のため、3年間
を通した小論文指
導を行う。 

進路 
教務 
各学年 

これまでの、講演や大学・企
業見学といった受動的な活動
だけでは、思考力の育成につ
ながらない。 
 

【成果指標】 

年２回の小論文模試の結
果が全国平均を上回る生
徒の割合を増やす。 

小論文テストの判定が標準以上の生徒が、 
 
Ａ  ９０％以上 
Ｂ  ７５％以上 
Ｃ  ５０％以上 
Ｄ  ５０％未満 

CまたはDの場合
は改善策を検討 

 

 

7月、12月実施 

⑤ 授業において情報
機器を効果的に活
用する。 

情報室 
各教科 

情報機器を授業で十分に活用
して教育効果を図っている状
況に至っていない。 

【努力指標】 

各教科で授業を進める
際、情報機器を導入する
ことを奨励する。 

Ａ  授業で情報機器を月１回程度使用した 
Ｂ  授業で情報機器を学期に１回程度使用した 
Ｃ  授業で情報機器を年に１回程度使用した 
Ｄ  授業で情報機器を使用しなかった 
 
 

（※情報機器に視聴覚機器も含む） 

A4点、B3点、C2点、
D1点とし、全職員
の平均が1.5未満
の場合は改善策
を検討 

校内「ＩＴ講習
会」の継続・充
実 

８月中旬・11月
下旬 実施 
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２ 生徒一人ひと
りの個性にあ
った進路設計
をうながし、全
職員がそれぞ
れの立場から
支援する。 

 

① 定期的な進路情報
の提供に努め、進
路ガイダンスを充
実させる。 

進路指導課
各学年 

従来からの進路ガイダンスで
は、十分に効果が上がらない
傾向があり工夫を要する。 

【努力指標】 

生徒の意欲を引き出す学
年別、進路別ガイダンス
を実施する。 

学年別進路ガイダンスを 

Ａ  ３回以上実施 
Ｂ ２回実施 
Ｃ １回実施 
Ｄ 実施せず 

各学年の評価を
A4点、B3点、C2点、
D1点 とし、平均が
2.5未満の場合は
改善策を検討 

 
 
 
 
 
 

12月中旬実施 
 

 

 

 

 

 

 
【満足度指標】(生徒) 

自らの進路を真剣に考
え、具体的な進路設計に
取り組むことができる。 

 

自分の進路について 

Ａ  常に真剣に考えることができた 
Ｂ 概ね真剣に考えることができた 
Ｃ  場合によって真剣に考えることができた   
Ｄ  いつも真剣に考えることができなかった 
 

A4点、B3点、C2点、
D1点とし、平均が
2.5未満の場合は
改善策を検討 

 

 

 

12月上旬実施 

【満足度指標】(保護者) 

進路情報の提供や緻密な
個別指導など、適切な進
路指導が行われ、成果が
確認できる。 

生徒に対する進路指導が 

Ａ  適切で成果もあがっている 
Ｂ 適切であるが、成果は十分とはいえない 
Ｃ 十分行われているとは言えず、成果も不 
  十分である 
Ｄ  どんな指導が行われているのか分からない 

 

各クラスの評価
を A4点、B3点、C2点、
D1点 とし、平均が
2.0未満の場合は
改善策を検討 

 
 
 
 
 

 

12月下旬実施 

② 国公立大学への志
望者数を増やし、
合格者数を増や
す。 

 

進路指導課
各教科 
各学年 
 

 
平日及び夏季補習・土曜補習
が必ずしも学力の充実に結び
ついていない。20年度センタ
－試験の得点が全国平均を上
回る生徒は８人であった。国
公立大学合格者数が、ここ数
年50人前後で推移している。
  

【努力指標】 

参加した生徒が充実感を
味わえるような夏季補習
の内容を工夫する。 

１，２年生（３年生）の夏季補習の出席率が 

Ａ  ９５％（８０％）以上 
Ｂ ９０％（７０％）以上 
Ｃ ８０％（６０％）以上 
Ｄ ８０％（６０％）未満 

 
CまたはDの場合
は改善策を検討 

 

 

 

８月上旬実施 

【成果指標】 

大学入試センタ－試験の
得点が全国平均点以上の
人数を増加させる。 

センタ－試験の得点の平均点偏差値５０以上の生
徒が 

Ａ  ２０人以上 
Ｂ １５人以上 
Ｃ １０人以上 
Ｄ １０人未満  

CまたはDの場合
は改善策を検討 

 

 

 

１月下旬実施 

【成果指標】 

国公立大学の合格者を増
加させる。 

国公立大学合格者数が 

Ａ  ６０人以上 
Ｂ ５０人以上 
Ｃ ４０人以上 

Ｄ ４０人未満 
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２ 生徒一人ひと
りの個性にあ
った進路設計
をうながし、全
職員がそれぞ
れの立場から
支援する。 

 

③ 先輩・教職員によ
る講話を通して、
自らの人生設計に
ついて考えさせ
る。 

進路指導課
生徒会課 
１・２学年

新たな実施形態等の工夫が求
められている。 

【満足度指標】(生徒) 

自分の人生設計について
真摯に考える機会とな
る。 

先輩・教職員との交流により視野を広げ、人生に
ついて考えるようになった生徒が 
Ａ  ほとんどである 
Ｂ  ７０％程度である 
Ｃ  約半数である 
Ｄ  一部である 

各クラスでA4点、
B3点、C2点、D1点 と
し、平均が2.0未
満の場合は改善
策を検討 

 

12月上旬実施 

④ 生徒の良好な人間
関係作りを支援す
る。 

相談室 

生徒指導課

各学年 

人間関係に敏感で傷つく生
徒が増えている。 

【努力指標】 

「いごこちのよいクラスにする
ためのアンケート」で「要支
援生徒」を把握し、支援す
るための面談の実施率を
高める。 

面談実施率 

Ａ  ７０％以上 
Ｂ ５０％以上 
Ｃ ３０％以上 
Ｄ ３０％未満 

CまたはDの場合
は改善策を検討 

 

３月下旬実施 

 
 
 顕著ないじめへと発展する

前に対応すべき状況があ
る。 

【努力指標】 

担任の情報交換やアンケ
ートの実施により、いじめ
の有無を常に把握する。 

いじめが 
Ａ  ない 
Ｂ １件あった（ある） 
Ｃ ２件あった（ある） 
Ｄ ３件以上あった（ある） 

Aでなければ改善
策を検討  

 

６月と３月に
実態調査 

３ 学校行事等あ
らゆる機会を
利用して、生
徒が自信に満
ちた自主的な
活動ができる
よう、指導に
工夫する。 

① バランスのとれ
た体力の向上を
図る 

保健体育科 全国・県の平均と比較して、
握力と上体起こしがやや劣
る。 

【満足度指標】 

体を鍛えることの大切さ
を知り、体力が向上してい
く充実感を味わう。 

新体力テスト（握力・上体起こし）で、１回目
よりも向上した生徒が 

Ａ  ７５％以上 
Ｂ ５０％以上 
Ｃ ２５％以上 
Ｄ ２５％未満 

CまたはDの場合
は改善策を検討 

 

 

４～５月実施 

12月実施 

② 部活動の加入を

うながし、学校全

体の活性化を図

る。 

 
 

生徒会課 
各学年 

 

 

入学当初は部活動加入率は

100％だが、学年が進行するに

つれて漸減する傾向がある。

 
 

【努力指標】 

部活動加入率の向上を図

り、活力ある学校づくりを

めざす。 

部活動加入率が 

Ａ  ９０％以上である 
Ｂ ８０％以上である 
Ｃ ７０％以上である 

Ｄ ７０％未満である 

CまたはDの場合

は改善策を検討  

 

加入状況調査 

５月上旬実施 
 

【満足度指標】(生徒) 

部活動に積極的に参加
し、充実した学校生活を
送っている。 

 

Ａ 非常に充実している 
Ｂ 充実している 
Ｃ  あまり充実していない 
Ｄ  全く充実していない 
 

 
A4点、B3点、C2点、
D1点とし、平均が
2.5未満の場合は
改善策を検討 
 
 

部活動に対す
る意識調査 

 

６月上旬実施 
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３ 学校行事等あ
らゆる機会を
利用して、生
徒が自信に満
ちた自主的な
活動ができる
よう、指導に
工夫する。 

③ ボランティア活
動への自発的な
参加を促進する
ため、一斉にプル
タブ集めを実行
する。 

各学年 

生徒会課 

個人や部活動単位で実施して
いるが、全体的な広まりに欠
ける。 

【成果評価】 

ボランティア活動に積極
的に参加することを奨
励・啓発しながらプルタ
ブを回収する。 

プルタブを各クラスで、 

Ａ １００ｇ以上回収した 
Ｂ ７０ｇ以上回収した 
Ｃ ５０ｇ以上回収した 
Ｄ ５０ｇ未満回収した 

A4点、B3点、C2点、D
1点とし、平均が2.
5未満の場合は改
善策を検討 

 

 

２月下旬実施 

④ 全員一斉清掃の徹
底により、美化意
識を高める。 

保健環境課
各学年 
 

開学以来、全員一斉清掃に取
り組んできたが、一部徹底して
いない面がある。 

【努力指標】 

監督責任箇所の指導及び
点検が確実に行われてい
る。 

Ａ  常に監督箇所に出向き十分に指導、点検 
  している 
Ｂ 監督箇所に出向き点検しているが、生徒 
  の指導は十分ではない 
Ｃ 時々、監督箇所に出向き点検している 
Ｄ 指導も点検も十分していない 

A4点、B3点、C2点、
D1点とし、平均が
2.5未満の場合は
改善策を検討 

指導・点検状
況調査 

12月上旬実施 

⑤ 危機管理意識を高
め、事故の防止と
発生時の対応に万
全を期す。 

保健環境課
総務課 
生徒指導課

 

教員の意識は喚起されつつあ
るが、緊急時の対応訓練が十
分ではない。 

 

【成果指標】 

不慮の事故防止のための
研修・実地訓練がなされて
いる。 

危機管理に関する校内教職員研修・訓練を 

Ａ  年間５回以上行う 
Ｂ 年間３～４回行う 
Ｃ 年間１～２回行う 
Ｄ  全く行わない 

CまたはDの場合
は改善策を検討  

 

12月上旬実施 

  

 
⑥ 生徒の読書を促進

する。 
図書課 
 

各種企画・掲示物を通じて読
書の促進に努めているが、図
書の利用状況は横ばいであ
る。 

【成果指標】 

生徒が積極的に図書を利
用している。 

全学年の月間平均貸出冊数が 

Ａ  ２２０冊以上である 
Ｂ ２００冊以上である 
Ｃ １８０冊以上である 
Ｄ １８０冊未満である    ＜159冊＞ 

CまたはDの場合
は改善策を検討 

７月と３月に
実態調査 

⑦ 保護者に、ＰＴＡ
主催行事や学校行
事に積極的に参加
してもらう。 

 

総務課 
各学年 
生徒会課 
 

保護者の学校に対する理解
と信頼をより深めてもらう
ために、より多くの諸行事
への参加が必要である。 

 

【努力指標】 

学校の教育活動について
の理解と協力を得るた
め、機会あるごとに参加
してもらう。 
 

総会、学年別懇談会、公開授業、教育ウィーク
における保護者の延べ参加率 

Ａ  ６０％以上 
Ｂ ５０％以上 
Ｃ ４０％以上 
Ｄ ４０％未満 

CまたはDの場合
は改善策を検討  

 

 

11月中旬実施 

PTAと生徒がともに活動
する機会を設定する。 

「朝の挨拶運動」における保護者の参加率 

Ａ  ６０％以上  Ｂ ５０％以上 
Ｃ  ４０％以上   Ｄ ４０％未満 

CまたはDの場合
は改善策を検討  

12月上旬実施 

 


